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第６回 旧北上川河口かわまちづくり検討会 

議事要旨 

 

                   日 時：平成３０年７月１２日（木）10：00～12：00 

  会 議：石巻市役所 防災センター２階 多目的ホール 

 

（ａ）議事(1)【資料１】 

○ 住吉公園の雄島の震災後の整備は、石巻市役所が実施する。 

 

 

（ｂ）議事（2）【資料２（サイン計画について）】 

○ 看板に記載する情報は、主要なポイントを絞って再度検討する。 

また、記載する文字の大きさや盤面の形は、看板の基礎までを含め全体を考慮して再度

検討する。 

【主な意見】 

・案内看板等の「旧北上川」の標記について、「旧」が付かない「北上川」に改称できないのか。 

・北上川は東北最大の川なので看板には県境・盛岡市まで○○キロ、あるいは北上運河の石井閘

門まで○○キロという情報を加えて欲しい。 

・誘導サイン等の基礎は堤防定規断面内に入らないこと、かつ、地表に出ると不格好なので、盤面

は基礎を考慮してデザインすること。 

・英語表記の文字の大きさが日本語表記より小さい。外国人観光客を多く呼ぼうとしているのだから、

英語表記をもっと大きくすべきではないか。 

 

（c）議事(2)【資料２ P12～P15 テラス空間の目地や親水テラス段差部等の処理について】 

（c）議事(2)【資料２ P16～P21 中央・門脇一丁目地区】 

○内容のとおり了承する。 

 

（d）議事(2)【資料２ 住吉・大橋地区】 

○ 移転後の住吉公園と雄島の整備を併せて、今後も議論を続けていく。 

○ 住吉小学校前の干潟から石巻大橋までの暫定堤防部分の詳細な納め方は、今後のワー

キングに検討を委ねる。 

【主な意見】 

・大島神社の新しい石積み擁壁の間知石が白御影石ならば、笠石の部分だけでも、少し大きめの

井内石にするなどの工夫はデザイン上あり得る。 

・住吉公園の平面の空間は中央地区と同じくらい大切な空間であり、雄島の今後の整備と併せて

議論を尽くしていきたい。 現在の公園にある石碑の移設配置や植栽をどのようにするか等、水辺

全体の中で一番大事なので、是非かわまちづくりとして頑張って頂きたい。 

・石巻の長い歴史を考え、移転後の神社は現在神社で使用されている部材で再建してほしい。 

・住吉公園の移設は、現状を上回る状態に景観が戻らないと公園の再指定が危うくなる。少なくとも
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公園に現在存在する物は、移転後も戻すことが最低限必要である。 

・川の様子を見て活用する能力・判断力・応用力を石巻の皆さんで高めていく活動をしていくことを

強く希望する。 

 

（e）議事(2)【資料２ 井内・藤巻地区】 

○現況の道路をテラス状の沿道として再利用する部分は、歩行者空間として快適になるよう検

討する。 

○現況の石積み護岸を保全する区間内で、補修が必要な石積みは確認し報告する。 

○屋敷内に造っている「かわど」の残存状況を確認し、対応を報告する。 

○藤巻地区で山付けする堤防の天端について、管理用道路を挟んだ上流側の平場のデザイン

や、景観と調和したサインの設置を検討する。 

【主な意見】 

・資料２の 30～31 頁に掲載している現況の道路は、元々の石積みの上にコンクリートブロックで嵩

上げしガードレールがあるが、道路付替後はこのコンクリートブロックを撤去するのか。また、27 頁

に掲載している鉄道橋の付近の現況の道路にもガードレールがあるが、現況の道路をテラス状の

沿道として再利用するときはガードレールを撤去するのか。歩行者空間として快適になるように、こ

のような道路付属物を撤去するなど検討して欲しい。 

・資料２の 27 頁で、堤防整備後の堤防テラスと接続する現況の道路のアスファルト舗装は存置する

ことになっているため、コンクリート製テラスからアスファルト舗装になるデザインは大変難しく重要

なので注意して検討して欲しい。 

・現在の石積み護岸を残すことについて、石積み護岸は現在崩れている箇所があるが石積みを補

修した後に残すことか。 

・資料２の 31 頁に掲載している現存している「かわど」は簡易的なものなので、屋敷内に造っている

「かわど」を復元し残して欲しい。 

・資料２の 32 頁に掲載のある堤防が山付けする箇所で、道路盛土との間で谷地形になる部分を埋

めて出来た平場をポケットスペースにするのは大変良い。管理用道路を挟んで上流側にも平場が

あるので、対になるような、ちょっとしたデザイン上の取り合わせをして欲しい。 

また、後日堤防が完成した後に、この管理用道路付近に交通安全上のことを含め、景観と調和し

ないサインが設置されないように予め検討しておいて欲しい。 

 

（f）議事(2)【資料２ 南浜地区】 

○防災マリーナ周辺の「立入遠慮区域」について、立ち入りを制限する範囲や名称を再度精査

する。 

○南浜復興祈念公園と河川堤防間が連続性を持つように、連携してデザインする。 

【主な意見】 

・危険な箇所があるならば、立入禁止にしたほうがよい。 

・河川堤防と石巻南浜津波復興祈念公園の東側(旧北上川側)が繋がるのは、復興祈念公園の東
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側の日常的な利用を活性化するために大変重要である。是非、回遊性が高まる取り組みを双方

(東北国営公園事務所と北上川下流河川事務所)でして欲しい。 

 

（g）議事(2)【全体】 

【主な意見】 

・ 「月明かり」「星明かり」は都会では絶対得られない明るさの魅力があるので、是非石巻で実施し

たいと思う。しかし、街明かりが増えるが一番よい。たた、沿川に街明かりが増えていくと堤防自体

が線のように光った縁取りになり川側が暗く寂しくなる。 

堤防の照明の有無と明るさは、照明する時間帯や区間などいろいろ工夫出来るので、時間をか

けて検討して欲しい。「明るさプロジェクト」というキーワードも頂いたので、今後の検討会の１つの

柱にして欲しい。 

 

 

（h）議事(3)【今後の進め方について】 

○意見等なし 

 

 

（i）議事(4)【その他 各委員からのコメント】 

○改めて官民一体で、市民に対するＰＲが必要である。。 

○雄島の今後の整備について検討する。 

 


